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Ubicomグループ
会社・事業ご紹介
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会社概要・経営理念

■社名： 株式会社Ubicomホールディングス（東証一部 証券コード３９３７）
■設立： ２００５年１２月
■事業： グローバル事業、メディカル事業
■戦略市場：医療、金融/公共、自動車、製造/ロボティクス

■経営理念： Unique beyond comparison

Ubicomグループのビジネススキームを、米国およびアジア各国を中心に
グローバルに展開していきます。

お客様、協業先、そして全てのステークホルダーの皆様との相互発
展を通じて、Ubicomグループの「仲間」を増やしてまいります。

時代の先を見据え、社会課題の解決に資するITソリューションを創造する、
唯一無二のビジネスイノベーションカンパニーであり続けます。

Go Global     

Win-Win
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コアアセット・成長戦略

■５つのコアアセット（強み）

■成長戦略（基本方針）

• 国際化、少子高齢化、医療問題といった社会構造の変化や課題にいち早く着目し、
人材不足解決支援や医療最適化支援等の社会課題の解決に資するITソリューションを提供

• 当社が戦略市場と位置付ける、医療・自動車・金融/公共・製造/ロボティクス分野に向けて、
AI（人工知能）・ Analytics（分析）・Automation（自動化）等の先進技術を搭載した
次世代ソリューションを発信

• 成長企業やリーディングカンパニーとの戦略的提携やM&Aを推進

• 次世代を見据えた新規事業開発を推進

先見性
Visionary

人材
Human 

Resources

技術
Technology

パートナーシップ
Partnership

知財
Intellectual
Property
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FY2020 1Q
決算概要
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グローバル事業 2020年3月期
第１四半期

2021年3月期
第１四半期 前年同

四半期比（単位：百万円） 金額 売上比率 金額 売上比率

売 上 高 628 100.0% 691 100.0% 110.0%

営 業 利 益 134 21.4% 127 18.5% 95.1%

2021年3月期 第１四半期 決算概況（セグメント別）

• 主要ピラー顧客からの売上とソリューションの受注が拡大し、2021年3月期第1四半期における売上高は
前年同期比110%を達成。コロナウイルス感染症の影響を最小限に留め、営業利益は前期比95.1％。

• 当社従業員の生命・安全を最優先に考え実施した各種施策（フィリピンにおける、出社する従業員向け送迎
車費用など）に係るコストや、リモートでの開発体制に移行（20百万円）に伴う支出を吸収。

• 継続安定した準委任型・ラボ型モデルを推進し、顧客のピラー化（主要顧客化）によるパートナーシップの
確立から、開発の標準化およびIoTを活用した分析・テスト自動化などのソリューション提供に向けた事業
を推進。コスト・開発効率を重んじたソリューションから「高付加価値モデルの実現」フェーズへ。

• エンタープライズ事業部において、日本における上流経験や積極的な人材投資効果が発現、金融・公共を中
心とした新規および既存プロジェクトが拡大継続。第2四半期より更なる需要の取り込みに向けた営業活動
を本格化。

• その他、大手PCメーカーや大手商社、大手コンサルティングファーム、AI領域、外資系自動車メーカーな
ど、翌年度のピラー化・サブピラー化に向けた取り組みを継続強化。

• コロナ禍におけるDX（デジタルトランスフォーメーション）化をチャンスと捉え、更なる事業拡大に向け、
利益バランスをみた上で第2四半期より戦略的投資を実行予定。
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• 2021年3月期第1四半期における営業利益は、前年同期比116.8％を達成。新商品のMighty Checker 
EXが寄与し、Mightyシリーズのパッケージ販売に係るストックは順調に拡大。

• 前倒しにて実現した高収益サブスクモデルの確立と、戦略的開発案件以外の収益率の低い案件の受託絞
り込み等により、セグメント利益が大幅に改善、営業利益率は49.5%を達成。

• 本格ローンチした次世代レセプトチェックシステム「Mighty Checker EX」の引き合い好調、売上
トップクラスの医療グループ内病院における導入含め、導入数は堅調に増加。

• 上記、大手医療グループ内における横展開に加え、新型コロナウイルス感染症対策としてWEBを活用し
た営業・サポートへの移行により、更なるダイレクトアカウント（直接販売）獲得を推進。

• 3月に発表した、医療クラウド新サービスSonaM(そなえむ)や、保険会社向け新ソリューションの開発、
その他データ分析（健保組合・学会等）など、医療のデジタル化に関する新事業を積極的に立ち上げ。
Mightyシリーズに次ぐ将来の「新たなサブスク型の収益源」の確保に向け、積極的な投資を実施。

2021年3月期 第１四半期 決算概況（セグメント別）

メディカル事業 2020年3月期
第１四半期

2021年3月期
第１四半期 前年同

四半期比（単位：百万円） 金額 売上比率 金額 売上比率

売 上 高 318 100.0% 323 100.0% 101.4%

営 業 利 益 136 43.0% 159 49.5% 116.8%
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FY2020 1Q
トピックスとビジョン
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グローバル事業全体の成長ビジョン

戦略市場に向けてストック型ビジネスの横展開を加速

（FY）
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高収益サブスクメニューの重ね売り+直販推進に加え、

「新たな高収益ビジネス」の早期創出を目指す

メディカル事業全体の成長ビジョン
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本発表において提供される資料ならびに情報は、当社による現時点における
推定または見込みに基づいた将来展望についても言及しております。

これら将来展望に関する表明の中には、様々なリスクや不確実性が内在します。
それらのリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、為替変動
といった国内および国際的な経済状況が含まれ、将来の展望に関する表明に含
まれる内容と異なる結果を引き起こす可能性がございます。

当社の実際の将来における事業内容や業績等は、本資料に記載されている将来
展望と異なる場合がございます。

本資料における将来展望に関する表明は、利用可能な情報に基づいて当社によ
りなされたものであり、今後、新しい情報や将来の出来事等があった場合であ
っても、将来展望に関するいかなる記載も更新し、修正を行う義務を負うもの
ではございません。

将来見通しに関する注意事項
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